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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
　　　　らず廣くオシログラフとして利用の可能性がある．

　　　　　口繕②③は試作した24極の切換管で＊現在リレーが

　　　作動して紙に針穴をあけるとζうまでは實験が絡了しt

　　　成功した．cこれを蜜用化するのが今後の問題であるが，

　　　魔用化には少くとも極激を50以上にする必要があり，

、、　　按術的な困難はないが費用姻どれだけζの製作にかかる

　　　かが大ぎな問題になろう。ここでも再び研究費の問題に

　’　ぶつかるが，これも本年は何とか蜜用化したいと思う．

8結　　び

笑イヲコラエタ
ヵノタメ杁波浦 笑イ出ズ

一）ks
戸

筆者自身の騰波

　　　ムビア會肚の志賀技師，三菱電氣の市村技師，研究室の

　以上磯波の艶録について述べたが，國内外の研究で紹

介のもれたものが多敏あると思われ2それらの紹介を行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iえなかつたξとを研究者各位に詑びたいまだこの研究

を行う途上夫々大事な部門でお手傳をいただいた，桑原．

融，木下實，和田裕，藤森聰雄，村田穰弘の諸兄，コロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　＊二階堂靖矩氏の好慧で試作さ乖～二．

吉山助手に謝意を表し，また馨學方面から御指導頂いた

東大清水外科桑原助激授，國立第一病院森安信雄氏をは

じめ向病院坂口院長，大槻博士よおび生研瀬藤所長の御

・援助に厚く御禮申上げる次第である．（1950．1．8）

　　　　　　　　　　丈　　　献
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　（4）・Adr’㎜and　Yamiagwa．6‘The　Origin　of　t蛭e　Berger

　　Rythm，，　Journal　of　N6urolo？y・3．58，　（Sept　1935）P．323．

　（5）R．Cohn：Proc　of　the　Soc．　for　Exp．　Biology　and

　　Medidne　1944．9．240．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
　（6）Garcean　and　Davis：’‘An　Ink・writing　Electrb　encep－　　　　　　l

　　halograph．II　Arch．　Nenro　and　Psychiatry．1935．34．1292。　　　　　　1

　（7）Rahm．‘凸ANew　Bio・Electric　Appltation”Electronics．
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　（8）桑原悟，騰電氣圖．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　
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■躍躍暫スラッグの盟基度
　　　　　　　　　　　　松下幸雄（冶金）

　・本誌昭和24年11月號の速報8で，キュポラ津に

つき塵基度を從來より定量的に扱つたが，さらに，酸

性並びに塵基性牢耀津についても全く同様の計算，實

験を行つて同一の圖上に表わしてみた．ただし前報で

は塵基度Σm・nεに係撒mを考え，Al203，　P－05等

’に封してm＝＝2としたが，本編ではそれをやめてΣ

n・εを計算した．即ちMmOnという酸化物が金厩イ

オン及び0－一からできる反鷹式は

　　　　mM（2n／m）＋十nO｛＃MmOn

で，このモル生成エネルギーをeと考えたからである

いま一つ注意すぺき貼は，キュポラ津はA1203が10
　　　　　　　　　　　　　N～15％でやや多いが，今回のスラッグはいずれも3％

前後で比較的少ない．

　このように少いときは，四面髄構造でA1の周園に

は4個の0が隣接し，A1の醜位敷＝4である．この

揚合にはA1は固く0を捕えていて07を他の酸
性成分sio，・，　P205に與えることはなv・．反2EStにキュ

求ラ津ならば，A1203は八面髄構造でAIの配位敷

・　・6となb，O一を放ち易くなる．この〇一授受の

難易を考慮に入れてSio2が4種のイオン型’　Sio44－，

Si203－7，SiOゴー，　Si205一の中いずれの相隣る2種型で存

在するかを計i算し，一方P20sは常にPO“3噛の形と假

定してΣn・εを計算した．その結果を圖にまとめで示

したが，各スラヅグがほぼ集圃を作つていてその特徴

をよく表わしているようである．さらに熔鑛燈津，電

弧纏津につ》・ても硯究績行の豫定．（1949．11．30）
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スラツグの結合エネルギー…Σnε
・と表面・引掻硬度・H，lfの闘係
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